
猿渡ゼミナール C 班 

テレビよりもネットやスマホが利用される現代において、テレビの存続にフォーカスして

調査した。現代最も利用されている媒体であるＳＮＳ，最もテレビを利用していない若者、

この二点から主にヒントを得て、今後のテレビ業界の在り方、現状の打開策を提案する。

現状 

テレビ広告費が近年横ばいの状態を続ける

中、インターネット広告費は５年連続１

０％以上の成長を続けており、広告費を主

な収入源とするテレビ業界にとっては大き

な脅威となっている。 

さらに、テレビの視聴者はここ数年で若者

の視聴率が急減しており、ネットをテレビ

に代わって頻繁に利用されることによって

も脅威にさらされているといえる。 

 

課題 

一番の問題は広告費による収入が得られな

くなることである。そこで、急成長を続ける

ネット広告を見られる機会を増やす必要が

ある。ネットを利用している主な層である

１０～２０代がよりテレビ番組を見るよう

になることが課題である。 

 

提案 

若者が多く利用するＳＮＳを使い、テレビ

番組視聴への誘導を行う。 

 

 

 

 

 

  

 出所：NHK 放送文化研究所「2015 年国民

生活時間調査報告書」より 

 

 

  

ネット社会におけるテレビ業界への提案 









  

 

キャリア×スタジアム 
「キャリスタ」で地域課題解決 

ヴァンフォーレ甲府×明治大学澤井ゼミナール×山梨県 

2019年 11月 10日 

尾瀬スポーツ公園芝生広場 

概要：『地方の若者人口減少』『企業の人材不足』

を各団体が持つ強みを活かし連携をすることで課題解

決を目指します。課題を解決するキーワードとして「出

会い」「コミュニケーション」「穏やかな雰囲気」をテーマに

イベントを展開します。また、今回のイベントは J リーグ

が推奨する社会連携「シャレン -J リーグを使おう」の

会議で出会ったヴァンフォーレ甲府とのディスカッションか

ら生まれたヒントをベースに行政、教育機関を巻き込み

実施する運びとなりました。 

意義：今回のイベントを通じて地元の学生と企業の

交流を図り、地元の魅力を再確認してもらうと同時

に、地元就職のきっかけづくりを目指します。I ターン、

U ターン就職を支援し地域課題解決につなげます。 

 

 グループ名：澤井ゼミナール C 

テーマ：地域課題解決に向けた 

J クラブとの社会連携事業 

2019 年商学部学生対校プレゼンテーション大会 
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